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Mean SD I 
E 
13学級や地域をよくするために分かつたことを発表する 2.54 0.876 0.819 0.081 ・0.147
14課題を解決するために目標を決めて，計画的に取り組む 2.84 0.878 0.722 0.014 -0.027 
15折り合いをつけながら話し合うことができる 2.94 0.840 0.686 0.032 0.021 
9 みんなのために発言する 2.71 0.870 0.657 0.145 ・0.058 I 
0.887 
12知りたいことを自分から調べる 3.07 0.885 0.565 -0.052 0.070 (8項目）
10みんなのために行動する 2.99 0.827 0.547 0.084 0.189 
19 グルーフ。で、の活動の大変だ‘ったことをみんなと分かち合う 3.01 0.859 0.478 -0.052 0.316 
18一人一人のよさを生かした役割を決めて活動する 3.13 0.800 0.448 -0.035 0.386 
I 自分のことが好き 2.61 0.971 0.020 0.848 -0.125 
2 私、にはよいところカfある 2.94 0.909 O.o78 0.769 -0.013 
4 私は大切な人間だと思う 2.91 0.967 -0.020 0.757 0.081 I 
0.883 
3 私は役に立っていると思う 2.63 0.893 0.202 0.707 -0.069 (6項目）
5 思い通りにいかないこともあるが今の自分に満足している 3.00 0.929 ・0.105 0.568 0.248 
6 私のことを気にかけてくれる人がいると思う 3.28 0.865 ・0.043 0.477 0.305 
20楽しそうな人を見ると楽しい気持ちになる 3.33 0.885 -0.044 0.068 0.686 
16何かしてもらったときに「ありがとうJと言う 3.71 0.585 -0.039 -0.053 0.682 
I l私の学級には，ょいところがあると思う 3.52 0.712 ・0.074 0.155 0.567 
22毎日の学校での生活が楽しいと感じる 3.29 0.867 -0.085 0.201 0.510 I 
0.837 
17他の人の意見を大切にする 3.35 0.711 0.340 -0.114 0.508 (8項目）
21 悲しんでいる人を見ると悲しい気持ちになる 3.06 0.947 0.184 -0.003 0.462 
8 みんなで決めたルール（きまり）を実行する 3.42 0.711 0.291 -0.042 0.437 










Mean SD I I 
?
N v 
4 相手が傷つかないように話す 3.33 0.773 0.710 0.017 0.127 ・0.279 0.119 
3 友達の気持ちを考えながら話す 3.28 0.773 0.681 -0.039 0.129 -0.155 0.112 
15 因っている人に何かしてあげたい 3.31 0.800 0.664 0.101 -0.199 0.153 ・0.079
17人の役に立ちたい 3.49 0.764 0.642 -0.011 -0.063 0.104 -0.071 I 
0.853 
1 友達に「じようずだね」とほめる 3.37 0.791 0.633 -0.043 -0.007 0.014 0.005 (8項目）
16 自分がしてもらいたいことを友達にもする 3.17 0.804 0.623 0.055 -0.110 0.201 -0.050 
10友達の気持ちがわかる 3.16 0.813 0.503 -0目066 0.214 0.070 ・0.028
9 友達のいいところをみつける 3.41 0.744 0.488 -0.063 0.218 0.043 ・0.056
13 あぶないところにひとりで行かない 3.52 0.948 -0.017 0.975 0.018 -0.006 -0.016 
I 
14知らない人についていかない 3.61 0.965 -0.023 0.837 -0.018 0.009 0.012 0.899 
(3項目）
12 あぶない遊びはしない 3.44 0.917 0.028 0.782 0.071 -0.044 0.026 
6 自分の気持ちがわかる 3.37 0.846 司0.034 。.029 0.752 0.098 -0.077 
il 
7 自分の気持ちの変化がわかる 3.32 0.839 0.001 0.000 0.733 0.107 0.015 0.742 
(3項目）
8 自分のできることとできないことがわかる 3.59 0.706 0.162 0.098 0.413 -0.002 -0.012 
19 自分の伝えたいことをきちんと伝えられる 3.02 0.868 0.188 0.001 0.019 0.574 0.057 
5 自分だけ意見がちがっても意見を言う 2.85 0.936 -0.018 -0.018 0.114 0.475 0.057 N 
0.671 
20転校することになってもやっていける 2.88 1.073 -0.098 開0.032 0.066 0.466 0.049 (4項目）
18分からないことは周りの人に聞く 3.25 0.848 0.178 0.001 O.D75 0.442 0.027 
I いやなことがあっても，やつあたりしない 2.83 0.976 0.025 0.007 司0.078 0.077 0.779 v 
0.758 
2 はらカfたっても，どならない 2.75 0.995 -0.042 0.016 0.003 0.056 0.764 (2項目）
因子相関行列 I il N v 
.322 .632 .640 .222 
I .187 .190 .298 

































ことに加え， AGFIもGFIに近い値であった。 RMSEAは.061, .060であり，比較的十分な適合度がある
ことを示す値であった。中学校はGFIが小学校中学年や小学校高学年よりもやや低めの値だが， AGFI
がGFIに近い値であることに加え RM SEAが.100よりも小さい値であり ある程度の適合度を示す結
果であった。「社会性と情動jでは小学校中学年小学校高学年 中学校においてGFIが.919～.928と




小学校中学年小学校高学年 中学校 小学校中学年小学校高学年 中学校
N 401 507 559 395 507 553 
GFI .896 .904 .857 .928 .919 .921 
AGFI .872 .882 .824 .906 .893 .897 



























































































































































































































? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 。 ．
?



























































































?? 。 ? ?







































































































































































































? ??? ??? ，
?


















??? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
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自己主張力 主体性・積極性 自己理解力 自尊心 他者志向性 協働する力




















































身の周りの権数の事柄や 身近な対象に進んでか 家族や友達や先生をは 自分と身近な人々との 地域の文化や生活，自
I 各教科等に
関する して対象に対して興味・
資料について置付いたこ かわり，意欲的に学習し じめ。地域の様々な人々 関わりに関心をもち，自 然に親しみI よさに気付
億別由知識や筏能 とを基に。比べたり分けた
など 関心や強い思い・願い
を り，例えたりして闘停よく， たり生活したりすること と
適切に掻することがで 分のよさや可能性に気 さ愛着をもつことができ





いて。自分で視点在設けて 課題解決のために，進ん 校内や地域の人とかか 学習の成果から達成感 地場のよさを理解しi 課




















































一」（I) I回目 2回目 有意差 (2) l回目 2回目 有意差 (3) 1回目 2回目 有意差
前期 白 3.40 ＜ 3.51 p<.01 自 2.91 ＜ 3.11 p<.01 他 3.29 ＜ 3.38 p<.01 
己 己 者
中期 理 3.45 ＜ 3.58 p<.01 王 2.96 ＜ 3.06 p<.01 τペJとh、 3.30 ＜ 3.43 pく.01
角ヰ 張
’向性後期 力 3.32 ＜ 3.40 p<.01 力 2.89 2.92 ns 3.25 3.28 ns 
前期 2.99 ＜ 3.20 pく.01 主 2.92 ＜ 3. I 5 pく.01 協 3.33 ＜ 3.49 p<.01 
白 f’l本生 ｛動
中期 尊 2.99 ＜ 3.06 pく.05 2.85 ＜ 3.03 p<.01 す 3.42 ＜ 3.48 p<.01 
,L、
手f卓生責三 る
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Abstract 
The present study aimed to develop a questionnaire concerning the ”qualities and abilities that should be 
promoted," in terms of subjectivityラdiversity,cooperation of labor, willingness to learn, and human nature, which 
will be important aspects of the next revision of the course of study; to conduct the questionnaire among children 
in elementary and junior high schools; and to examine its utility at these schools. When the questionnaire was 
developed, the author conferred repeatedly with the principal of the elementary school and with teachers, and 
the question items collected from previous works, etc., were selected. To identify the ”qualities and abilities” 
multilaterally, the questionnaire was conducted with approximately 1600 children alongside a”sociality and 
affect”questionnaire (Tanaka, Sanai, Tsuda, and Tanaka, 2011 ). As a result, factors such as”subjectivity and 
activeness，＇’”pride，” and ”cooperation of labor”could be related to ”qualities and abilities that should be 
promoted.”An analysis of findings in terms of the diversity of the children, the school as a whole, and the junior 
high school district was conducted by using the results in relation to the demands of each school, leading to an 
appropriate understanding of the children, clarification of the results of the teachers' approach, and the problems 
in each school. These findings suggest that this "qualities and abilities”questionnaire is useful. 
Key words: elementary and junior high school, quality and ability, questionnaire 
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